
令和２年度第４回海老名市市民活動推進委員会 次第 

 

 

              日時 令和３年２月17日（水）午前10時から 

              場所 海老名市役所7階 701会議室 

 

 

１ 開会 

 

２ 市長挨拶 

 

３ 諮問 

 

４ 議題 

(１)  令和２年度海老名市市民活動推進補助金 交付事業視察の報告 

(２)  令和３年度海老名市市民活動推進補助金 審査申込団体の書類確認 

(３)  その他 

 

５ 閉会 

 

 

 ◆次回の市民活動推進委員会 

  日時：令和３年３月13日（土）午前９時30分から 

  場所：えびな市民活動センタービナレッジ３階301会議室 

  内容：プレゼンテーション審査 

 

◆答申 

  日時：令和３年３月19日（金）午前11時から 

  場所：市長応接室 

  出席：堀尾委員長、渋谷副委員長、事務局 



 

令和２年度海老名市市民活動推進補助金 交付団体 

事業視察報告書 

 

 

１ 団体 

  自主夜間中学「えびなえんぴつの会」 

 

２ 事業 

(１)  事業名称  自主夜間中学「えびなえんぴつの会」 

(２)  交付金額  200,000円（充実編１回目） 

(３)  事業概要  勉学の機会を持てなかった方々に、週一回教科学習の 

    場を設け支援する。また、10月には出前講座を開催する。 

 

３ 日時 

(１)  勉強会 

①  日時 

・令和２年10月７日（水）午後２時30分から午後３時まで 

・令和２年10月７日（水）午後５時15分から午後６時まで 

・令和２年10月21日（水）午後２時30分から午後３時30分まで 

 

②  場所 

えびな市民活動センター・ビナレッジ 303、304 

 

③  出席者 

堀尾委員長、瀬戸委員、勝田委員、川田委員、木下委員、高橋委員、 

古賀係長、丸橋主事、山田主事補 

 

 

資料１



 

(２)  出前講座「ピアニストは空気が読めない」 

①  日時 

令和２年10月12日（月）午後２時から午後３時30分まで 

 

②  場所 

海老名市文化会館 小ホール 

 

③  出席者 

堀尾委員長、渋谷副委員長、勝田委員、大島委員、川田委員、 

木下委員、古賀係長、丸橋主事 

 

４ 当日の様子 

・  感染症対策を講じたうえで実施されていた。（マスク着用、手指消毒、 

 検温、参加者名簿の作成、ソーシャルディスタンスの確保 等） 

・  密集を防ぐため、委員による視察は最大３名ずつ行った。 

・  勉強会では、参加者が支援者（えんぴつの会の会員）とマンツーマン

で、それぞれ違う教科を勉強していた。 

・  勉強会参加者の方にお話を伺ったところ、「理解し、分かった時の 

達成感が何よりの喜びです。」と仰っていた。 

・  出前講座は、定員 166 名のうち入場者が 144 名で、入場率は 87％と

なった。内容は、渡辺健二氏による講話とピアノ演奏であった。 

・  出前講座において、会の紹介はほとんどなかった。出前講座は「会の

周知」も目標としているので、プログラムに掲載したり、会を紹介する

時間を設けたりするなど、PR は積極的に行っていただきたいと思った。 

 

５ 総合的な所見 

公益性が高い事業であるため、補助金交付事業に相応しいものと考える。 

 



 

【参考（写真）】 

１ 勉強会 

 

 

 

 

 

 

 

２ 出前講座 

 



実施要領（書類確認） 
 

 

１ 内容 

(１)  申込みがあった 11 団体を対象に実施する。 

(２)  提出された申込書類について、団体ごとに審議する。 

(３)  審議の時間は、１団体につき概ね 20 分以内とする。 

(４)  各団体の審議中または審議終了後、点数票へ得点を記入する。  

   ※委員個人の記録用とし、この結果によって不合格にすることはない。 

 

２ 確認の流れ  

(１)   事務局から、団体及び事業概要の説明を行う。 

(２)   プレゼン審査で団体へ確認することを整理する。 

(３)   点数表に、暫定の点数やメモを記入する。 

(４)   記入した点数表は、事務局でコピーを取り、委員へ返却する。 

 

３ 審査基準 

審査基準 審査の視点（説明） 

公益性 多くの市民が事業の効果を受けられる事業か。 

自立性 補助金だけでなく、団体の運営費を持っているか。 

計画性 
事業の計画に無理がなく、実現可能であるか。 

事業の予算に無理がなく、積算も適正であるか。 

発展性 この補助金をきっかけに、事業や団体が発展できるか。 

地域性 
市民や地域のニーズを的確にとらえた、社会的に必要性のある

事業であるか。 

先駆性・ 

独創性 

新しい取り組みで、行政が実施する場合と違う手段や効果が期

待できるか。 

団体能力 
事業を実施する上で、必要な能力（知識、人材など）を備えて

いるか。 

熱意・意欲 団体の熱意や意欲が感じられるか。 

 

 [点数の判断] 

  ５点・・・良い 

  ４点・・・どちらかというと良い 

  ３点・・・普通 

  ２点・・・どちらかというと悪い 

  １点・・・悪い 

※(１)～(３)を 

団体毎に繰り返す 
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　１　募集期間　　令和２年12月21日から令和３年１月15日まで

NO 区分 団体名 代表者名 活動内容 申請額（円） 申込事業 交付歴

1 入門 まなピタネット 久保　美絵

 子どもたちの学びや居場所などの選択肢を増やし、
不登校、発達凸凹、それらのカテゴリーにとらわれ
ず、ニーズに合わせた情報を提供するための活動を
行う。

100,000
「第１回 学びのビュッフェ」
　講演会、パネルトーク、各支援団体情報の発信（Zoom配信）

なし

2 入門 Regain 竹内　芙美伽  健康づくり関連事業を実施する。 100,000
「市民向けの生き生き健康づくり『気功体操講習会』」
　ゆっくり体を動かしながらコミュニケーションを取ることで、運動
不足解消や居場所づくり等を目指す。

なし

3 入門
交流サロン「童謡・抒情歌を歌う
会」

伊佐次　美江
 音楽の裾野を広げるため、交流サロン「童謡・抒情
歌を歌う会」を開催する。

100,000

「交流サロン『童謡・抒情歌を歌う会』」
　歌をコミュニケーション手段として楽しい雰囲気を作り、外に出か
けて人との関りをもってもらう。また、高齢者が利用できる市のサー
ビス等を紹介する。

なし

4 入門 ハイバリューカルチャーアカデミー 伊佐次　雄介
 書道を通じて日本文化の素晴らしさに触れてもらう
ため、月に一回書道教室を開催する。

100,000
「書道体験教室」
　文化会館で書道教室を開催する。

なし

5 入門 えびなメサイアの会 武田　満枝  市民参加型のコンサートを開催する。 100,000

「えびなメサイアの会」
　ヘンデル作曲のメサイア全曲を通じて、海老名市の音楽文化の活性
化に貢献することを目的とする。演奏会で一緒に歌う人を募集し、11
月に本番を実施する。

なし

6 入門 えびなユース合唱プロジェクト 服部　純也
 １年に１度、若い合唱人と合唱の楽しさを分かち合
う音楽祭「ユース合唱フェスティバルえびな」を企
画・運営する。

100,000

「ユース合唱フェスティバルえびな」
　合唱祭を開催し、市内で合唱活動に励む方々が団体を越えて交流す
ることで、海老名市全体の合唱文化や地域の活性化を目指す。出演者
は、市内中高の合唱部、一般団体等。来場者は、市内全ての方が対
象。

なし

7 充実 自主夜間中学 えびなえんぴつの会 廣田　久美子
 勉学の機会に恵まれなかった方々に、退職教員等に
よる学習支援を実施する。

200,000

「自主夜間中学『えびなえんぴつの会』」
 ①勉 強 会 ：毎週火曜日、マンツーマンの学習会を行う。
 ②出前講座：講師を招き、講演会を実施する。
 ③映画会　 ：教育をテーマにした映画を上映する。

あり（H31、R２）

8 自立 特定非営利活動法人おおきな木 長谷　利江
 以下、２点の活動を行う。
 (１)　保健、医療または福祉の増進を図る活動
 (２)　障がい児通所支援事業

300,000
「参加型音楽活動『ドラムサークル』でつながろう！」
　障害者の音楽療法の一環として、ドラムサークル（輪になって叩
く）を実施する。障害のある方もない方も、広く受け入れる。

なし

9 自立 男女平等市民の会・海老名 滝口　澄子  男女共同参画社会の実現に向けた活動を行う。 100,000

「増加している児童虐待のために私たちのできること」
　児童虐待に関する内容の公演を行う。講師は、よこはまチャイルド
ラインの主宰である徳丸のり子氏。同時開催で、黒岩県知事と内野市
長の対談を実施する。

あり（H29,H31)

10 自立 子育て応援情報「Laugh!」 高橋　千尋
 以下、２点の活動を行う。
 (１)　子育て応援情報発信事業
 (２)　イベント事業

278,000

「海老名で子育て×SDGs 子どもと一緒に住み続けたい街を目指し
EBINA子育てサポートBOOK発行」
　海老名での子育てがしやすくなるような、フリーペーパーを発行す
る。 （子育て支援施設マップ、キッズスペースがあるお店の紹介、
先輩ママのコラム等）

なし

11 自立 ほっとフェスタ実行委員会 柏木　潤
 市民の交流と生活満足の向上を支援するための活動
を行う。

300,000
「ほっとフェスタ2021」
　各種団体が参加し、来場者に対して暮らしを補う施設やサービスな
どのご案内、生活ニーズの要求や相談の場を提供する。

あり（H31,R２）

令和３年度海老名市市民活動推進補助金 審査申込団体一覧表

　２　申込団体　　11団体（合計審査申込額：1,778,000円）
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第４回市民活動推進委員会（書類確認）進行スケジュール 

 

時刻 所要時間 内容 

10：00～10：04 ４分 開会 ～ 副市長挨拶（萩原副市長） 

10：04～10：05 １分 委員長挨拶 

10：05～10：09 ４分 諮問 ～ 副市長、部次長退出 

10：09～10：11 ２分 席移動 

10：11～10：12 １分 委員長に進行移す（簡単な挨拶） 

10：12～10：16 ４分 事業視察報告（えんぴつの会） 

10：16～10：20 ４分 書類確認の説明 

10：20～10：40 20分  確認①まなピタネット 

10：40～11：00 20 分  確認②Regain 

11：00～11：20 20 分  確認③交流サロン「童謡・抒情歌を歌う会」 

11：20～11：40 20 分  確認④ハイバリューカルチャーアカデミー 

11：40～12：00 20 分  確認⑤えびなメサイアの会 

12：00～13：00 60 分 （休憩） 

13：00～13：20 20 分  確認⑥えびなユース合唱プロジェクト 

13：20～13：40 20 分  確認⑦自主夜間中学 えびなえんぴつの会 

13：40～14：00 20 分  確認⑧（特非）おおきな木 

14：00～14：20 20 分  確認⑨男女平等市民の会・海老名 

14：20～14：40 20 分  確認⑩子育て応援情報「Laugh!」 

14：40～15：00 20 分  確認⑪ほっとフェスタ実行委員会 

15：00～15：10 10 分 全体の質疑応答～次回の推進委員会について 
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第５回市民活動推進委員会（プレゼン審査）進行スケジュール 

 

 

時刻 所要時間 内容 

９：30～９：32 ２分 開会 ～ 委員長挨拶 

９：32～９：37 ５分 プレゼン審査の説明 

９：40～９：55 15分  確認①まなピタネット 

10：05～10：20 15分  確認②Regain 

10：30～10：45 15分  確認③交流サロン「童謡・抒情歌を歌う会」 

10：55～11：10 15分  確認④ハイバリューカルチャーアカデミー 

11：20～11：35 15分  確認⑤えびなメサイアの会 

11：45～12：00 15分 確認⑥えびなユース合唱プロジェクト 

12：00～13：00 60分 （記入次第、順次休憩） 

13：00～13：15 15分  確認⑦自主夜間中学 えびなえんぴつの会 

13：25～13：40 15分  確認⑧（特非）おおきな木 

13：50～14：05 15分  確認⑨男女平等市民の会・海老名 

14：15～14：30 15分  確認⑩子育て応援情報「Laugh!」 

14：40～14：55 15分  確認⑪ほっとフェスタ実行委員会 

15：00～15：15 15分 （記入次第、順次休憩）※集計 

15：15～15：35 20分 交付団体及び金額の決定 

15：35～15：40 ５分 全体の質疑応答～次回の推進委員会について 
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